
おいしい瞬間を届けたい

2024年5月14日
株式会社ニチレイ

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

２０２４年３月期 期末決算説明会資料



おいしい瞬間を届けたい

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

目次

1

⚫ 2024年3月期実績（P.2～8）

⚫ 2025年3月期通期計画（P.9～21）

⚫ 中期経営計画の進捗と見通し（P.22～28）

⚫ Appendix（P.29～40）

注：当資料のグラフ・表などで表示されている数値は、別途断り書きがある場合を除き、金額単位表示未満は四捨五入し、一部で端数調整のため
切り上げ・切り捨てを行っている。



© Nichirei Corporation. All rights reserved.

2024年3月期実績

2

おいしい瞬間を届けたい



おいしい瞬間を届けたい

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

連結業績実績

売上高は、主力事業である加工食品事業と低温物流事業が堅調に推移し3％増収

営業利益は、主力事業の収益改善に加え、バイオサイエンス事業が好調に推移したことなど
により過去最高の369億円、12％増益

（単位 : 億円）

24/3通期

実績
前年同期間比 前回計画比 営業

利益率増減 率 計画 増減

売上高 6,801 179 3% 6,750 51

海外売上高 1,450 117 9% 1,460 △ 10

営業利益 369 40 12% 365 4 5.4%

経常利益 383 48 14% 375 8

親会社株主に帰属する
当期純利益

245 29 14% 240 5

ＥＰＳ（円） 191.80 24.66 15% 187.93 3.87

ＥＢＩＴＤＡ 611 60 11% 598 13

ＲＯＩＣ（％） 7.5% 0.6 6.7% 0.8

ＲＯＥ（％） 10.3% 0.4 10%以上

為替レート 24/3通期

米ドル／円 140.55

ユーロ／円 151.98

バーツ／円 4.04

(注)１月～12月までの期中平均で算出
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EPSは、当期純利益の増加などにより前期比25円増、計画比4円増の192円
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連結業績実績（セグメント別）

第４四半期 24/3通期

実績
前年同期間比 営業

利益率
実績

前年同期間比 前回計画比 営業
利益率増減 率 増減 率 計画 増減

加工食品 718 28 4% 2,909 152 6% 2,920 △11

水産 129 △14 △10% 616 △74 △11% 580 36

畜産 188 △14 △7% 818 △39 △5% 790 28

低温物流 643 40 7% 2,574 131 5% 2,570 4

不動産 11 △0 △2% 45 △1 △1% 45 △0

その他 22 5 33% 68 7 11% 66 2

調整額 △54 △0 － △228 3 － △221 △7

売上高合計 1,657 46 3% 6,801 179 3% 6,750 51

加工食品 41 6 17% 5.7% 174 35 25% 168 6 6.0%

水産 0 △0 △45% 0.2% 6 △4 △38% 7 △1 1.0%

畜産 1 1 336% 0.8% 10 1 9% 10 0 1.3%

低温物流 23 △13 △36% 3.6% 158 7 5% 162 △4 6.2%

不動産 4 △0 △0% 37.7% 17 △1 △8% 17 △0 37.2%

その他 5 3 164％ 23.2% 13 5 55% 10 3 19.0%

調整額 △4 △2 － － △9 △2 － △9 △0 －

営業利益合計 71 △5 △7% 4.3% 369 40 12% 365 4 5.4%

（単位 : 億円）
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営業利益実績増減要因

（単位 : 億円）

23/3

通期

24/3

通期

329

＋35
369

加工食品 水産 畜産 低温物流 その他 不動産・調整額

△4

＋1
＋7

＋5

△3

加工食品

その他

低温物流 海外でのエネルギーコストの安定化や国内外での業務効率化の推進などで7億円の増益

不動産・調整額

前期実施の価格改定効果や収益性を重視した施策の継続などにより35億円の増益

バイオサイエンス事業において、新型コロナ・インフルエンザ抗原同時検査キットの販売拡大により5億円増益

DXやサステナビリティ関連などの戦略費用が増加

5

水産 主に魚卵の収益性が低迷したことなどにより4億円の減益
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第４四半期 24/3通期

実績

前年同期間比

営業
利益率

実績

前年同期間比 前回計画比

営業
利益率増減 率 増減 率 計画 増減

加

工

食

品

売上高合計 718 28 4% 2,909 152 6% 2,920 △ 11

家庭用調理品 223 8 4% 874 61 7% 885 △ 11

業務用調理品 250 19 8% 1,027 26 3% 1,024 3

農産加工品 55 3 6% 237 32 16% 239 △ 2

海外 161 △2△1% 619 30 5% 620 △ 1

その他 29 △1△3% 151 2 1% 152 △ 1

営業利益 41 6 17% 5.7% 174 35 25% 168 6 6.0％

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

加工食品事業
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（単位 : 億円）

営業利益は、コストアップ影響が継続したが、前期実施の価格改定効果や
業務用の収益改善などを進め過去最高を達成

【売上高】
《家庭用調理品》
・7％増収（単価影響:＋7％、数量影響:前期並み）
・米飯類など主力商品の販売拡大や、パーソナルユース
商品の伸長により増収

《業務用調理品》
・3％増収（単価影響:＋7％、数量影響:▲4％）
・収益性重視の施策を継続したが、大手ユーザー向け
チキン加工品の拡販などにより増収

《海外》
・イノバジアン・クイジーン社（米国）は、インフレに
よる消費減退の影響を受け現地通貨ベースでは減収と
なったが、円安による為替換算影響もあり増収

・GFPTニチレイ社（タイ）は、中国向けの販売が
伸長し増収

【営業利益】
・原材料高や円安によるコストアップ影響を受けたが、
価格改定効果の継続や販売数量の回復などで25％増益
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低温物流事業
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国内外ともに着実に保管・輸配送需要を取り込みながら業務効率化に努め5％増益

※首都圏での組織改編（2023年4月）に伴い、物流ネットワーク事業へ地域保管事業の業務の一部
を移管したため、2023年3月期実績を移管後の数字に組み替えている（P.38）

（単位 : 億円） 【国内】
《売上高》
（物流ネットワーク）
・新設拠点の稼働を含むリテール（TC）事業の伸長と
３PL事業の拡大により4％増収

（地域保管）
・上期において大都市圏を中心に在庫が高水準で推移
したことなどにより2％増収

《営業利益》
・増収効果や業務効率化に加え、電力・燃料サーチャージ
の収受によるエネルギーコスト影響の軽減により
３％増益

【海外】
《売上高》
・欧州の港湾地区での集荷拡大や通関・クロスボーダー
輸送の伸長と、円安による為替換算影響もあり12％増収

《営業利益》
・欧州での集荷拡大や、エネルギーコストの安定化と
料金改定効果が継続し48％増益

第４四半期 24/3通期

実績

前年同期間比
営業
利益率

実績

前年同期間比 前回計画比
営業
利益率増減 率 増減 率 計画 増減

低

温

物

流

売上高合計 643 40 7% 2,574 131 5% 2,570 4

国内小計 430 12 3% 1,824 53 3% 1,820 4

物流ネットワーク 284 10 4% 1,186 41 4% 1,180 6

地域保管 146 1 1% 638 12 2% 640 △2

海外 189 20 12% 711 74 12% 720 △9

その他・共通 24 9 55% 38 4 13% 30 8

営業利益合計 23 △13△36% 3.6% 158 7 5% 162 △4 6.2%

国内小計 17 △6△25% 4.0% 139 4 3% 139 0 7.6%

物流ネットワーク 9 △1△14% 3.1% 65 4 6% 64 1 5.5%

地域保管 9 △4△34% 5.9% 74 0 0% 75 △1 11.7%

海外 11 △1△10% 5.7% 36 11 48% 34 2 5.0%

その他・共通 △5 △6 ー ー △16 △9 ー △11 △5 ー
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第４四半期 24/3通期

実績
前年同期間比

営業
利益率

実績
前年同期間比 前回計画比

営業
利益率

増減 率 増減 率 増減 率

水

産

売上高 129 △14 △10% 616 △74 △11% 580 36

営業利益 0 △0 △45% 0.2％ 6 △4 △38% 7 △1 1.0%

畜

産

売上高 188 △14 △7% 818 △39 △5% 790 28

営業利益 1 1 336% 0.8% 10 1 9% 10 0 1.3％

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

水産・畜産事業
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（単位 : 億円）

水産はコストアップへの対応を進めたが、魚卵の収益性が低迷し減益

畜産はコスト上昇の影響を価格改定などで吸収し増益

【水産】
《売上高》
・低収益商材の削減を進めたことにより11%減収

《営業利益》
・高収益商材やMSC・ASC認証品の販売に注力すると
ともに、調達コストの増加に対応した販売価格の
改定を進めたが、魚卵の収益性が低迷し38％減益

【畜産】
《売上高》
・価格改定の影響により、主に量販店向けの販売数量
が減少し5％減収

《営業利益》
・販売価格の改定や輸入冷凍品の調達方法の見直し
などにより9％増益



© Nichirei Corporation. All rights reserved. 9

おいしい瞬間を届けたい

2025年3月期計画



おいしい瞬間を届けたい

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

連結業績予想

売上高は、水産事業および畜産事業では構造改革により減収となるが、主力事業が伸長し
増収を確保

営業利益は、主力事業の収益改善が進み前期比で6％増益を見込む

想定
為替レート

25/3通期

米ドル／円 148.00

ユーロ／円 160.00

バーツ／円 4.00

（単位 : 億円）

25/3通期

計画
前年同期間比 当初中計比 営業

利益率増減 率 計画 増減

売上高 6,900 99 1% 6,600 300

海外売上高 1,620 170 12% 1,300 320

営業利益 390 21 6% 370 20 5.7%

経常利益 397 14 4% 378 19

親会社株主に帰属する
当期純利益

248 3 1% 245 3

ＥＰＳ（円） 194.17 2.37 1% 190円以上

ＥＢＩＴＤＡ 647 36 6% 650 △3

ＲＯＩＣ（％） 7.5% 0.0% 7%以上

ＲＯＥ（％） 10%以上 10%以上

10

EPSは、前期比2円増の194円へ
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連結業績予想（セグメント別）

11

25/3通期

計画
前年同期間比 当初中計比 営業

利益率増減 率 計画 増減

加工食品 3,100 191 7% 2,750 350

水産 500 △116 △19% 440 60

畜産 680 △138 △17% 950 △270

低温物流 2,740 166 6% 2,600 140

不動産 46 1 3% 48 △2

その他 64 △4 △6% 67 △3

調整額 △230 △2 ー △255 25

売上高合計 6,900 99 1% 6,600 300

加工食品 190 16 9% 184 6 6.1%

水産 13 7 120% 10 3 2.6%

畜産 10 △0 △4% 20 △10 1.5%

低温物流 170 12 7% 162 8 6.2%

不動産 19 2 15% 22 △3 41.3%

その他 9 △4 △30% 5 4 14.1%

調整額 △21 △12 ー △33 12 ー

営業利益合計 390 21 6% 370 20 5.7%

（単位 : 億円）
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営業利益計画増減要因
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（単位 : 億円）

24/3

通期

25/3E

通期

369

＋16
390

加工食品 水産 畜産 低温物流 その他 不動産・調整額

＋7
△0

＋12

△4

△10

加工食品

低温物流 海外事業の堅調な推移や国内での適正料金の収受を中心とした施策効果などにより12億円増益

不動産・調整額 DXやサステナビリティ関連などの戦略費用が増加

その他 バイオサイエンス事業における新型コロナ・インフルエンザ抗原同時検査キットの前期の販売拡大に伴う反動減に
より4億円の減益

円安により調達コストが上昇するが、販売数量の拡大による増収効果などにより16億円増益

水産 魚卵の収益性改善に加え、高収益商材や認証品の取り扱い拡大などにより7億円の増益
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加工食品事業
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（単位 : 億円）

25/3通期

計画

前年同期間比
営業
利益率

増減 率

加

工

食

品

売上高合計 3,100 191 7%

家庭用調理品 924 50 6%

業務用調理品 1,120 93 9%

農産加工品 239 2 1%

海外 670 51 8%

その他 147 △4 △3%

営業利益 190 16 9% 6.1%

戦略カテゴリーの拡大

• 強みである米飯・チキンなど戦略カテゴリーの
更なる成長

• 増強した生産設備の稼働最大化と安定的な供給
体制の継続

• パーソナルユース商品の拡充と販路の拡大

• 独自技術により健康価値を付与した商品の
開発・投入

新たな付加価値による市場創出

海外事業の収益成長

• （米国）主力カテゴリーの成長や新たなブランド
の展開による事業規模拡大

• （ブラジル）クリーンラベル原料「アセロラ
パウダー」の販売強化

P14

P14

P14

P15

基本戦略
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加工食品事業（国内）
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戦略カテゴリーの拡大

・家庭用は、継続的なプロモーションや『Wキムチ炒飯®』など
次の柱となる商品を育成することにより取り扱いを拡大

・業務用は、トッピング等で自由にアレンジが可能な商品
や具材と組み合わせたキット系商品など、業態ごとに
きめ細かな商品を展開

・福岡米飯工場のフル稼働により生販利益を最大化

米飯類

・個食麺やワンプレート品は家庭用を中心に商品ライン
アップの拡充を進めるとともに、老健施設向けや惣菜
向けなどの業務用ニーズにも対応

・季節性の高い今川焼は、夏場の需要喚起策と冬場の需要
拡大を見据えた安定供給策を実施し収益を拡大

・今期のパーソナルユース売上高は計画通り300億円の
達成を見込む

パーソナルユース（個食）

新たな付加価値による市場創出

180

250
283

300

0

50

100

150

200

250

300

350

22/3 23/3 24/3 25/3E

【パーソナルユース当社売上高推移】
（単位：億円）

・収益性重視の販売施策を継続しつつ、こだわりの製法や
手作りが難しいメニューの再現など、付加価値を高めた
商品の販売を拡大

・大手ユーザーへの新商品導入及び既存商品の拡販

チキン加工品
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加工食品事業（海外）
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海外事業の収益成長

米国

《出典》Nielsenデータで家庭用アジアンブランドNB商品のみを対象に計算
対象期間2023年1月～12月

A社,

20.7%

B社, 

17.2%

C社, 

11.8%

D社, 

6.3%

その他, 

23.0%

・2023年のシェアは
21.0％で1位を獲得

・当社の24/3期売上高
（現地通貨ベース）
CAGRは21/3期比で15％

当社 21.0％

アジアンフーズ
家庭用市場規模

1,349百万㌦

（イノバジアン・クイジーン社）

・主力のチキン・米飯商品の販売拡大や、アペタイザーの
開発・販売を強化

・新たにラテンブランドを展開・育成し、既存のアジアン
ブランドとともに全体で事業規模を拡大

（ニチレイサクラメントフーズ社）

・アジアンに加えラテンブランド商品の生産も開始し、
安定供給と稼働率の向上を図る

・効率化による生産性改善や、イノバジアン・クイジーン社
との連携強化などにより、生販利益を最大化

【米国売上高・営業利益】※

21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

実績 実績 実績 実績 計画
前期比

増減 率

売上高
連結通貨（億円） 166 219 326 334 384 50 15%

現地通貨（百万USD） 155 199 248 238 259 22 9％

営業利益
連結通貨（億円） 14 14 18 23 24 1 6%

現地通貨（百万USD） 13.3 12.8 13.4 16.0 16.0 △0.1 △1%

営業利益率（連結通貨） 8.6% 6.4％ 5.5% 6.7％ 6.3％

為替レート（米ドル／円） 106.83 109.80 131.45 140.55 148.00

※2024年3月期までは販売会社であるイノバジアン・クイジーン社単体の業績を従来通り掲載し、
2025年3月期より生産会社であるニチレイサクラメントフーズ社を加えた２社合算の業績を掲載する
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24/3 25/3

第3四半期
累計実績

第4四半期
単独実績

通期
実績

前回通期
計画比

計画

前期営業利益 104 35 140 ー 174

増益要因 100 18 118 ー 76

増収効果（※） △ 6 10 4 ー 31

価格改定効果 119 10 129 ー 20

海外関係会社の業績影響額 △ 5 4 △ 1 ー 12

生産性改善 2 3 5 ー 7

減価償却費増 △ 11 △ 3 △ 14 2 2

その他 1 △ 6 △ 5 ー 4

減益要因 △ 71 △ 13 △ 84 ー △ 60

円安による原材料・仕入コスト増 △ 28 △ 9 △ 37 ー △ 38

原材料・仕入コストの増減 △ 39 △ 4 △ 43 4 △ 10

物流コストの増減 △ 1 0 △ 1 ー △ 9

動力燃料コストの増減 △ 3 0 △ 3 ー △ 3

当期営業利益 133 41 174 6 190

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

加工食品事業

営業利益の増減要因

16

主な内容

※収益性重視の施策の実行による利益効果も含む

（単位 : 億円）

・増収効果
販売数量の伸長や収益性重視の販売施策効果

・海外関係会社の業績影響額
GFPTニチレイ社（タイ）の日本向け付加価値商品の
生産拡大や、アセロラ事業（ブラジル）の収益改善

・円安による原材料・仕入コスト増
為替予約等を考慮した影響を反映

・原材料・仕入コスト増減
主に米の調達価格高騰の影響を反映

・物流コストの増減
トラックドライバー2024年問題に伴う物流コストの
増加



おいしい瞬間を届けたい

• 技術基盤の整備（業務革新・エンジニアリングの強化）

• 自然冷媒化などの環境対応を推進

• 2024年問題や労働力不足に対するソリューションの
拡充
► 次世代輸配送システム「SULS」を活用した

取り扱い物量の拡大
► 冷凍食品物流プラットフォームの拡充

• 神戸六甲ＤＣの稼働による事業拡大

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

（単位 : 億円）

低温物流事業

17

25/3通期

計画
前年同期間比

営業
利益率増減 率

低

温

物

流

売上高合計 2,740 166 6%

国内小計 1,878 54 3%

物流ネットワーク 1,222 36 3%

地域保管 656 18 3%

海外 820 109 15%

その他・共通 42 4 10%

営業利益合計 170 12 7% 6.2%

国内小計 143 4 3% 7.6%

物流ネットワーク 67 2 3% 5.5%

地域保管 76 2 2% 11.6%

海外 42 6 18% 5.1%

その他・共通 △15 1 ー ー

基本戦略

（国内）次世代に向けた事業基盤の構築

持続的成長への取り組み

（海外）売上・利益両面での成長実現

• （欧州）通関・保管・輸配送一体でのワンストップ
サービスの提供拡大

• （アジア）ASEANでの基盤整備の継続と売上規模
の拡大

P18

P18

P19

P19



おいしい瞬間を届けたい

関東
～
東北

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

低温物流事業（国内）

18

持続的成長への取り組み

• 幹線輸送における次世代輸配送システム「SULS」の
取り扱い物量の拡大と展開エリア拡張

• 社内外アセットを活用した関西、関東での冷凍食品
物流プラットフォームの拡充による取り扱いシェアの
拡大

• 2024年問題やコスト高を背景とした荷役・輸送両面
での適正料金収受

• ロボット、自動搬送機などの最先端技術の検証やその
効果測定を目的として2024年度内にＲ&Ｄセンターを
設置

「SULS」の展開状況

次世代に向けた事業基盤の構築

九州ー広島ー関西
｢SULS｣
運行中 ｢SULS｣

新規展開へ

・切り離し可能トレーラー
15台追加導入
(2024年度で通算約50台)

・保管と輸送を
組み合わせた営業提案の
強化

取り扱い物量の拡大

検証スピード
向上

作業工程を
連続的に
検証可能×

更なる

省力化
作業効率化

に寄与

関西
GW

名古屋
エリア

厚木
GWー ー

｢SULS｣
運行中

※GW：ゲートウェイ。幹線輸送とエリア内配送を繋ぐ保管機能を備えた拠点。
多頻度の幹線輸送を可能にする。

冷凍食品物流プラットフォームの拡充

関西エリア

関西GW

共同配送・2023年度4Q
より取り扱い
規模が拡大

・2024年度は
安定稼働に注力

各集荷先
納品先へ

関東エリア

他社拠点

複数冷食メーカー
の在庫を保管

各納品先へ

・2023年度3Q
より業務開始

・2024年度は
冷食メーカー
の新規誘致を
強化

自社拠点
（複数）

在庫を
引き取り各集荷先

納品先へ

共同配送

全国拠点

冷食メーカー

冷食メーカー

自社拠点
（複数）

他社拠点



おいしい瞬間を届けたい

421
595 643 733
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6016
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欧州 中国 ASEAN

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

低温物流事業（海外）

19

売上・利益両面での成長実現

（単位：億円）

459

637
711

欧州

• ASEAN各国内での基盤整備と売上拡大に引き続き注力

・タイ、マレーシアは通年で業績効果が発現

・ベトナムでは2024年7月に新拠点が稼働し、事業を開始

アジア

• オランダ、英国の組織再編によりワンストップサービス拡大を加速

・組織再編による通関・保管・輸配送一体型のサービス提供の拡大

・ドイツから英国など、クロスボーダー輸送業務の継続伸長

820

【ベトナム】新拠点イメージ

2024年1月に実施した欧州組織再編のイメージ

・通関・輸配送機能１社
・通関・保管機能１社
・果汁専業１社

オランダ

英国

・通関・輸配送機能１社
・保管機能ほか３社

３社

４社

２社

１社

・通関・保管・輸配送機能１社

・果汁専業１社

・通関・保管・輸配送機能１社

・ワンストップサービスでの営業提案の加速
・各社が持つノウハウの水平展開
・意思決定の迅速化
・管理コストの削減

・２万パレット収容可能
（日本国内主要拠点の能力に相当）

・ホーチミン中心地近隣に立地
・冷凍・冷蔵・常温に対応
・急速凍結の付帯作業も可能

海外売上高の推移

欧州の
機能別
売上高は
P.37参照

再編の
メリット

• ポーランドでの拠点新設・増設により量販向けビジネスを強化



おいしい瞬間を届けたい
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低温物流事業

営業利益の増減要因

20

主な内容
24/3 25/3

第3四半期
累計実績

第4四半期
単独実績

通期
実績

前回通期
計画比

計画

前期営業利益 115 36 151 ー 158

増益要因 28 △ 5 23 ー 21

集荷増による
業績影響額（TC含む）

3 0 3 △ 1 3

業務効率化（保管） 2 1 3 ー 1

業務効率化（運送） 2 2 4 ー 1

適正料金収受などの施策効果 10 0 10 ー 9

海外 13 △ 1 11 1 6

その他 △ 2 △ 6 △ 8 △ 5 1

減益要因 △ 8 △ 8 △ 16 ー △ 9

エネルギーコストの増減 △ 2 1 △ 1 ー △ 3

外部委託コスト増
（庸車・倉庫内作業含む）

△ 4 △ 5 △ 9 ー △ 6

国内新設拠点稼働の一時費用 △ 2 △ 4 △ 6 1 ー

当期営業利益 135 23 158 △ 4 170

（単位 : 億円）

・集荷増による業績影響額
荷動き鈍化や在庫水準低下の影響を受けるが、2024年
問題を含めた需要の取り込みを図る

・適正料金収受などの施策効果
エネルギーコスト、外部委託コストの上昇継続が見込
まれるが、適正料金収受などによりコスト高影響を軽減

・海外
欧州の港湾地区での集荷拡大やクロスボーダー輸送が継続
伸長するが、ベトナムでの新設拠点稼働によるコスト増加
を受け、前期比では増益幅が縮小

・その他
前期は業務効率化に関する投資を行い、今期もＲ&D
センターの設置やブランディング広告など持続的成長
に向けた投資を計画



おいしい瞬間を届けたい
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水産・畜産事業

21

25/3通期

計画
前年同期間比 営業

利益率増減 率

水

産

売上高 500 △116 △19%

営業利益 13 7 120% 2.6%

畜

産

売上高 680 △138 △17%

営業利益 10 △0 △4% 1.5%

（単位 : 億円）

畜産は取り扱いカテゴリーの選択と集中を進め17%減収となるが、加工品や
差別化商品の拡販などにより前期並みの利益を確保

水産は低収益商材の削減を進め19%減収となるが、高収益商材や認証品の
取り扱い拡大などを図り7億円の増益を見込む
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おいしい瞬間を届けたい

中期経営計画の進捗と見通し



おいしい瞬間を届けたい
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海外売上高

（注）実績の為替レートは当該年１月～12月までの期中平均で算出している

為替レート 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3E

米ドル／円 105.86 121.05 108.87 112.19 110.44 109.06 106.83 109.80 131.45 140.55 148.00

ユーロ／円 140.43 134.32 120.36 126.66 130.42 122.08 121.82 129.88 138.05 151.98 160.00

（単位 : 億円）

976

1,333
1,450

（全セグメントの海外売上高をエリア別に集計）

686
756

708 732
792 797 769

1,620

過去10年間の海外売上高の年平均成長率（CAGR）は10％

北米で加工食品事業、欧州で低温物流事業がグループ全体の海外成長を引き続きけん引

23



おいしい瞬間を届けたい
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ROICによる事業ポートフォリオ管理

24

簡易ROIC *
ROIC向上への施策23/3

実績
24/3
実績

25/3
計画

当初
中計

加工食品 8.5％ 10.8% 11.4% 12%
以上

・利益率の改善
（価格改定、戦略カテゴリーや新たな
付加価値商品の販売強化など）

低温物流 7.7％ 7.2% 7.5% 7％
以上

・設備投資の計画的な実施と
投資成果の実現

・3PLや輸配送などアセットライトな
事業の拡大

水産 3.5％ 2.9% 7.5% 6％
以上

・低収益カテゴリーの取り扱い縮小
・海外販売を強化

畜産 13.8％ 12.4% 16.8% 25％
以上

・加工・開発機能の強化による収益性
の改善

・差別化商品の販売拡大

バイオ
サイエンス

8.9% 12.5% 9.2% 5％
以上

・成長領域の分子診断薬に資源を注力
・イムノクロマト診断薬の安定成長

グループ
全体

23/3
実績

24/3
実績

25/3
計画

当初中計

ROE 9.9％ 10.3％ 10％以上 10％以上

ROIC 6.9％ 7.5％ 7.5％ 7％以上

NOPAT* 234億円 265億円 271億円

使用資本 3,391億円 3,514億円 3,600億円

NOPAT
（率）

3.5％ 3.9％ 3.9％

使用資本
回転率

2.0回 1.9回 1.9回

*簡易ROIC=税引後営業利益÷主要使用資本（営業資金＋有形無形固定資産）*NOPAT=支払利息と持分法投資損益を除く税引前利益×(1-実効税率)＋持分法投資損益

主力事業の収益改善などにより、当初中計目標であるROIC7％以上、ROE10％以上の達成を見込む



おいしい瞬間を届けたい

© Nichirei Corporation. All rights reserved. 25

（単位：億円） 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3E

グループ全体 ROIC（％） 4.2 4.3 5.9 8.0 8.1 7.8 7.6 7.5 7.8 6.9 7.5 7.5

NOPAT率（％） 2.0 2.1 2.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.9 4.1 3.5 3.9 3.9

使用資本回転率（％） 2.1 2.0 2.2 2.2 2.2 2.1 2.1 1.9 1.9 2.0 1.9 1.9

WACC（％） 4.0 4.0 4.0

加工食品

簡易ROIC（％） 3.2 5.2 8.3 15.3 14.4 13.3 15.1 13.9 10.3 8.5 10.8 11.4

税引後営業利益率（％） 1.0 1.6 2.7 4.7 4.6 4.5 4.9 5.3 4.0 3.5 4.1 4.2

主要使用資本回転率（％） 3.1 3.2 3.1 3.3 3.2 3.0 3.1 2.6 2.6 2.4 2.6 2.7

低温物流

簡易ROIC（％） 5.2 5.0 6.0 6.9 7.0 7.1 7.2 7.8 7.8 7.7 7.2 7.5

税引後営業利益率（％） 3.3 3.1 3.6 3.9 4.0 3.9 4.0 4.3 4.5 4.3 4.2 4.3

主要使用資本回転率（％） 1.6 1.6 1.7 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.7 1.8 1.7 1.7

水産

簡易ROIC（％） 1.5 0.8 2.2 2.7 1.0 0.6 1.6 2.0 3.3 3.5 2.9 7.5

税引後営業利益率（％） 0.4 0.2 0.6 0.8 0.3 0.2 0.5 0.6 1.0 1.0 0.7 1.8

主要使用資本回転率（％） 3.9 3.6 3.4 3.4 3.4 3.5 3.3 3.4 3.4 3.7 4.4 4.2

畜産

簡易ROIC（％） 1.6 3.5 6.2 29.5 16.3 16.8 13.6 21.5 20.2 13.8 12.4 16.8

税引後営業利益率（％） 0.1 0.3 0.3 1.3 1.0 1.1 0.7 1.1 1.0 0.8 0.9 1.0

主要使用資本回転率（％） 15.9 13.1 22.4 23.3 16.4 15.2 19.1 20.0 20.1 17.9 14.1 16.2

バイオサイエンス

簡易ROIC（％） 8.4 9.6 14.9 9.5 9.4 2.3 △ 2.2 △ 3.2 △ 3.0 8.9 12.5 9.2

税引後営業利益率（％） 7.6 9.4 13.3 11.1 11.4 4.5 △ 4.5 △ 6.6 △ 6.1 12.0 15.2 10.9

主要使用資本回転率（％） 1.1 1.0 1.1 0.9 0.8 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.8 0.8

※簡易ROIC=税引後営業利益÷主要使用資本（営業資金＋有形無形固定資産）

ROICの推移



おいしい瞬間を届けたい
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設備投資

26

３か年の設備投資額は当初中計比215億円減の985億円となる見込み

145 

241 
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600 

23/3

中期経営計画「Compass Rose 2024」

304 313
368

132 

253 

43 

436 427

336

23/3
当初中計 実績

24/3
当初中計 実績

25/3
当初中計 計画

海外への投資割合は資源配分の見直しにより当初中計を上回る26％へ

● 257

3か年
累計見込

当初中計 当初中計比

加工食品 320 387 △67

低温物流 550 649 △99

その他 115 164 △49

今期の設備投資等の主な内容

主な内訳 今期計画

低温物流

ポーランド子会社冷蔵倉庫新設・増設
50億円

(既計上済分16億円)

ベトナム子会社冷蔵倉庫新設
11億円

(既計上済分15億円)

（金額：億円）

設備投資のセグメント別の内訳

３か年
累計見込

当初中計
当初
中計比

3か年累計見込
（構成比）

当初中計
（構成比）

国内 732 1,014 △282 74% 85%

海外 252 186 66 26% 15%

設備投資の国内・海外別の内訳

（金額：億円）

（金額：億円）



おいしい瞬間を届けたい
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財務戦略

27

営業キャッシュ・フローは、将来の成長に向けた主力事業への投資や株主還元に引き続き充当

営業CF
3年間累計

1,590億円

(1,420億円)

借入金の
増減等

設備投資 985億円(1,200億円)

・主力事業への成長投資を継続
・環境対応投資を拡大

株主還元 295億円～(210億円～)

・DOE4.0%を目安に安定的な増配を継続
・機動的な自己株式の取得

機動的な成長戦略投資

Ｄ/Ｅレシオは、財務健全性や資本効率性の観点から0.5倍を目安とする

３年間累計

※ ()内は当初中計の数値を表示

（単位 : 億円）

2023年3月期
期末

2024年3月期
期末

増減

営業活動による
キャッシュ・フロー

379 624 246

投資活動による
キャッシュ・フロー

△268 △316 △47

財務活動による
キャッシュ・フロー

△86 △313 △227

現金及び現金同等物の
期末残高

278 297 20

フリー
キャッシュ・フロー

110 309 198

キャッシュ・フロー計算書の増減要因

《営業活動によるキャッシュ・フロー》主な増減要因

・営業資金の減少＋126億円
（売上債権の減少＋61億円、棚卸資産の減少＋58億円）

・経常利益の増加＋48億円

・減価償却費の増加＋20億円
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株主還元

28

自己株式の取得は、財務状況やフリー・キャッシュ・フローの見通しなどを総合的に判断

配当金の推移

取得 消却

11/3 235万株 -

12/3 515万株 -

13/3 442万株 750万株

16/3 57万株 -

17/3 472万株 -

18/3 433万株 800万株

22/3 381万株 603万株

23/3 182万株 -

注：2016年10月1日に実施した株式併合後の数値に置き換えて表示

自己株式の取得・消却の実施状況

今期の配当金は、自己資本配当率（DOE）に基づき前期比8円増の年間82円を予定
（普通配当で9期連続の増配を予定）

DOE2.5％を目標
安定的な配当

DOE3.0％を目安
安定的な増配を継続

DOE 4.0％
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貸借対照表の増減要因

30

【主な増減要因】

①現金及び預金 ＋34億円

受取手形及び売掛金 ＋45億円

商品及び製品 △49億円

②有形固定資産 ＋120億円

投資有価証券 ＋86億円

③短期借入金 △102億円

コマーシャル・ペーパー △40億円

④親会社株主に帰属する当期純利益 ＋245億円

その他有価証券評価差額金 ＋68億円

為替換算調整勘定 ＋49億円

⑤キューレイ工場米飯ライン増設 ＋18億円

神戸六甲DC物流センター新設 ＋45億円

（単位 : 億円）

2023年3月期
期末

2024年3月期
期末

増減

資産の部

流動資産 1,967 2,014 47

固定資産 2,606 2,837 231

資産合計 4,573 4,852 278

負債・純資産の部

流動負債 1,301 1,235 △66

固定負債 937 957 20

負債合計 2,238 2,192 △46

純資産合計 2,335 2,659 324

（うち自己資本） 2,244 2,534 290

有利子負債 1,146 980 △166

（うちリース債務除く） 1,001 839 △162

2023年3月期
通期

2024年3月期
通期

増減

設備投資額
（うちリース資産除く）

304 313 9

270 281 11

減価償却費
（うちリース資産除く）

222 242 20

187 207 20

①

②

③

④

⑤
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各中計期間の業績の推移

31

energy 2012
(10-12年度)

RISING 2015
(13-15年度)

POWER UP 2018
(16-18年度)

WeWill 2021
(19-21年度)

Compass Rose 2024
(22-24年度)

11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3E

加工食品事業 1,619 1,742 1,616 1,807 1,939 1,992 2,050 2,207 2,266 2,348 2,255 2,442 2,757 2,909 3,100

水産事業 668 657 637 686 687 688 694 715 712 658 631 677 690 616 500

畜産事業 783 756 755 801 895 920 881 904 911 883 841 803 858 818 680

低温物流事業 1,394 1,495 1,564 1,684 1,783 1,849 1,869 1,951 2,010 2,065 2,123 2,245 2,442 2,574 2,740

不動産事業 66 49 47 50 47 46 46 49 48 50 46 43 45 45 46

その他の事業 62 60 58 37 44 52 45 53 58 57 49 42 61 68 64

調整額 △ 215 △ 210 △ 200 △ 191 △ 196 △ 194 △ 189 △ 199 △ 204 △ 212 △ 218 △ 226 △ 231 △228 △230

売上高合計 4,378 4,549 4,477 4,874 5,200 5,354 5,397 5,680 5,801 5,849 5,728 6,027 6,622 6,801 6,900

加工食品事業 46 52 60 34 54 80 139 146 146 167 172 142 140 174 190

水産事業 6 2 1 4 2 7 8 3 2 4 5 10 10 6 13

畜産事業 4 5 5 1 4 4 16 13 15 9 13 12 10 10 10

低温物流事業 73 74 86 89 87 100 106 113 114 118 131 146 151 158 170

不動産事業 36 24 23 24 21 22 21 22 21 20 20 17 18 17 19

その他の事業 4 5 4 4 6 9 6 8 3 △ 3 △ 3 △ 3 8 13 9

調整額 △ 2 0 0 1 0 △ 5 △ 3 △ 5 △ 6 △ 6 △ 8 △ 9 △ 7 △9 △21

営業利益合計 167 162 179 158 174 216 293 299 295 310 329 314 329 369 390

経常利益 161 153 172 144 169 214 291 307 299 318 335 317 334 383 397

親会社株主に帰属する
当期純利益

40 79 98 89 95 135 188 191 199 196 212 234 216 245 248

総資産 2,846 2,905 2,979 3,185 3,420 3,385 3,462 3,673 3,773 3,900 4,057 4,276 4,573 4,852

設備投資等（リース資産を含む） 221 122 132 240 242 162 139 250 241 273 378 279 304 313 368

ROIC（％） 4.2 4.3 5.9 8.0 8.1 7.8 7.6 7.5 7.8 6.9 7.5 7.5

自己資本比率（％） 40.4 40.2 41.3 41.9 43.0 44.4 46.0 44.3 46.9 47.3 50.1 49.4 49.1 52.2

営業利益率（％） 3.8 3.6 3.8 3.1 3.3 4.0 5.4 5.3 5.1 5.3 5.8 5.2 5.0 5.4 5.7

ROE（自己資本利益率）（％） 3.4 6.8 8.2 6.9 6.8 9.1 12.1 11.9 11.7 10.9 10.9 11.3 9.9 10.3 10％以上

1株当たり純利益（EPS） 13.08 26.35 33.40 31.12 33.29 94.30 135.11 142.23 149.65 147.16 159.19 176.72 167.14 191.80 194.17

1株当たり配当金（DPS） 9 9 10 10 10 12 28 30 32 42 50 50 52 74 82

期末日現在株価（円） 355 388 561 436 674 916 2,754 2,940 2,728 3,055 2,849 2,369 2,684 4,143

（単位：億円）

注：①設備投資等には無形固定資産を含む
②13/3より、加工食品の売上高は、売上計上基準の変更（従来、販売費で計上していたものの一部を売上高から控除）による影響を反映
③16/3以前は、株式併合前の数値となります。
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加工食品事業

業務用調理冷凍食品 家庭用調理冷凍食品 農産加工品 海外 その他

926 1,001 1,027 1,120 

768 
814 874 

924 200 
204 

237 
239 408 

589 
619 

670 

140 

149 151 

147 

142 140 

174 190 

217 
220 

269 
283 

0 

100 

200 

300 

400 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

22/3 23/3 24/3 25/3E

（億円）

3,100

2,757

2,442

売上高・営業利益・EBITDA推移

営業利益
EBITDA
（億円）

営業利益 EBITDA

2,909

219 

326 334 
384 

131 

201 222 

223 

59 

61 
63 

63 

0 

150 

300 

450 

600 

750 

22/3 23/3 24/3 25/3E

米国 GFPTニチレイ その他

海外売上高推移

408

589
619

（億円）

670

※米国に関して
2024年3月期までは販売会社であるイノバジアン・クイジーン社
単体の業績を掲載し、2025年3月期より生産会社であるニチレイ
サクラメントフーズ社を加えた２社合算の業績を掲載する
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加工食品事業

2024年3月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通期

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

増減 率 増減 率 増減 率 増減 率 増減 率

売上高
連結通貨（億円） 88 12 15% 79 4 5% 83 1 2％ 85 △8 △9% 334 8 3%

現地通貨（百万USD） 66 1 1% 57 △ 0 △ 0% 57 △ 2 △ 3％ 57 △9 △14% 238 △10 △4%

営業
利益

連結通貨（億円） 6 2 50% 4 2 64% 7 3 56％ 6 △2 △21% 23 5 25%

現地通貨（百万USD） 4.5 1.1 32% 2.8 1.1 61% 4.9 1.6 49％ 3.8 △1.1 △23% 16.0 3 20%

営業利益率（連結通貨） 6.8% 5.0％ 8.4％ 6.6％ 6.7％

イノバジアン・クイジーン社（米国）売上高・営業利益
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加工食品事業

実施時期 改定対象
改定率

（当初計画）

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2021年11月
家庭用 約4～8％

業務用 約3～10％

2022年3月 農産加工品 約8～15％

2022年4月 業務用 約4～10％

2022年8月 家庭用 約8～20％

2022年9月 業務用 約4～22％

2023年2月
家庭用 約6%～20％

業務用 約5％～25％

2023年7月 業務用 約8～27％

2024年3月 家庭用 約1%～6％

2024年4月 業務用 約1％～6％

改定効果（億円）
10 25 32 47 50 39 30 10

20億円
合計114億円 合計129億円

当社の価格改定の【実施時期】と【改定効果の発現時期】

SCI 家庭用調理冷凍食品 100人当たり購入金額の前年同四半期比

市場 24/3期１Q 24/3期２Q 24/3期３Q 24/3期４Q 24/3期累計

全体 109％ 106％ 106％ 106％ 107％

畜肉フライ 128％ 123％ 118% 107％ 119％

ピラフご飯類 103％ 104％ 105% 104％ 104％

おにぎり 112％ 107％ 125% 109％ 113％

和風スナック 106％ 107％ 109% 103％ 106％

ハンバーグ 112％ 110％ 109% 95％ 106％

出典：インテージSCI（冷凍調理 100人当たり購入金額の前年四半期比の推移（70代まで））。購入ルート＝生協店舗・店舗以外を含む。（宅配等含む）



おいしい瞬間を届けたい

© Nichirei Corporation. All rights reserved.

低温物流事業

35

79 81 74 76
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（億円）

営業利益・EBITDA推移
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低温物流事業

36

（千屯）

出典：一般社団法人日本冷蔵倉庫協会「主要12都市受寄物庫腹利用状況一覧表」を当社で加工

（％）

業界の冷蔵倉庫稼働状況
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低温物流事業
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欧州売上高の内訳

37

2024年3月期 2025年3月期
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通期 通期

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

実績
前年同期間比

計画
前年同期間比

増減 率 増減 率 増減 率 増減 率 増減 率 増減 率

売上高

欧州 144 26 22％ 159 7 5% 171 3 2% 168 12 8% 643 48 8% 733 91 14%

その他 12 2 18％ 16 8 104% 20 8 63% 21 8 66% 69 26 62% 87 18 26%

合計 156 27 21% 175 15 10% 192 11 6% 189 20 12% 711 74 12% 820 109 15%

（単位 : 億円）
海外売上高
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首都圏での組織改編（2023年4月）により、地域保管事業の業務の一部を物流ネットワーク事業へ移管したため、2024年3月期第１四半期資料より、
2023年3月期実績を移管後の数字に組み替えている。

2023年3月期実績

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通期

組替後 組替前 差 組替後 組替前 差 組替後 組替前 差 組替後 組替前 差 組替後 組替前 差

売上高合計 573 573 ‐ 619 619 ‐ 648 648 ‐ 603 603 ‐ 2,442 2,442 ‐

国内小計 437 437 ‐ 452 452 ‐ 463 463 ‐ 418 418 ‐ 1,771 1,771 ‐

物流ネットワーク 283 258 25 290 264 26 298 273 25 274 251 23 1,145 1,046 99

地域保管 154 179 △ 25 162 188 △ 26 165 190 △ 25 145 167 △ 23 626 725 △ 99

海外 128 128 ‐ 160 160 ‐ 180 180 ‐ 169 169 ‐ 637 637 ‐

その他・共通 7 7 ‐ 6 6 ‐ 4 4 ‐ 16 16 ‐ 34 34 ‐

営業利益合計 34 34 ‐ 38 38 ‐ 43 43 ‐ 36 36 ‐ 151 151 ‐

国内小計 34 34 ‐ 35 35 ‐ 43 43 ‐ 23 23 ‐ 135 135 ‐

物流ネットワーク 15 13 2 16 14 2 19 17 2 10 9 1 61 54 7

地域保管 18 20 △ 2 19 21 △ 2 24 26 △ 2 13 14 △ 1 74 81 △ 7

海外 4 4 ‐ 5 5 ‐ 3 3 ‐ 12 12 ‐ 24 24 ‐

その他・共通 △ 3 △ 3 ‐ △ 3 △ 3 ‐ △ 3 △ 3 ‐ 1 1 ‐ △ 8 △ 8 ‐

（単位 : 億円）

事業移管に伴う2023年3月期実績の組み替え

低温物流事業
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マテリアリティのグループ目標

39

グループ重要事項
（マテリアリティ）

グループ目標（KPI） 23/3実績 24/3実績 25/3計画 31/3目標

食と健康における
新たな価値の創造

人々の“こころ”と“からだ”の健康や地球環境に対して付加価値を
生み出す商品・サービスの売上高*1 464億円 552億円 645億円 1,400億円

人々の豊かな食生活と健康につながる情報提供（延べ人数/年） 103百万人 225百万人*2 ―*2 200百万人*2

食品加工・生産技術力
の強化と低温物流
サービスの高度化

EBITDAマージン 8% 9％ 9％ 12％

EBITDA年成長率 5% 8％ 7％ 7％以上

海外売上高比率 20% 21％ 23％ 30％

持続可能な食の調達
と循環型社会の実現

ニチレイグループサプライヤー行動規範・ガイドラインに準拠した
サプライヤーやOEM先からの調達率

賛同率89％
（国内最重要先）

賛同率99％
（国内最重要先）

賛同率100％
(国内・海外最重要先)

調達率100％

主要原材料と重要サプライヤーへのESGデューデリジェンス実施率
国内畜産25％

（最重要先)

国内畜産52％
（最重要先)

国内畜産・水産100%
（最重要先）

100％

サーキュラーエコノミーの実現に向けたSDGs教育プログラムの受講率 ― 50% (役職者) 100% (役職者) 100% (全従業員)

全拠点における廃棄物リサイクル率 99％ 99％ 99％ 99％

・水産事業における水産物の持続可能な水産物調達ガイドラインに準じた調達率
・うち、MSC・ASC認証品等のグローバル水産物認証品比率

91%
19%

94%
22%

99％
32％

100％
50％

持続可能なパーム油（RSPO認証油）の調達比率
100％

(ブックアンドクレーム)

100％
(ブックアンドクレーム)

100％
(ブックアンドクレーム)

100％
(認証油)

水ストレスが高い拠点における水使用量削減の取り組み*3 ― ― ―
高リスク拠点での水使用量の削減に
取り組み、水保全活動を推進する

当社グループ拠点や社有地における生物多様性保全活動の実施*3 ― ― ―
自社拠点における動植物の種の保存を
含む生物多様性の回復活動に取り組む

気候変動への取り組み

CO2排出量 国内・海外Scope1,2 （2022年度比）*4

国内・海外Scope3 （2022年度比）*4

国内Scope1,2 （2015年度比）*4

－
－

△25％

－
－

△31％

－
－

△33％

△42％
△25％
△56％*5

自然冷媒化率 ・生産設備（国内）
・低温物流関係（海外を含む）

56％
53％*6

65％
56％*6

74％
61％*6

100％
75％

多様な人財の確保と
育成

女性取締役・監査役比率 (持株会社) 13％ 13％ 19％ 30％以上

女性管理職（ライン長）比率 (持株会社) 15％ 17％ 20％ 30％

人財投資額（ 2018-2020年度平均の人財投資額に対する倍率） 1.2倍 1.5倍 1.8倍 2.0倍

ニチレイグループ重要事項（マテリアリティ）
https://www.nichirei.co.jp/ir/policy/materiality.html

*6 対象範囲の見直し
により実績値・計画
値ともに変更

*2 31/3目標達成のた
め目標を見直し予定

*3 2024年4月新設
(水リスクアセスメ
ントの目標から置き
換え)

*4 2023年11月改訂
(目標を上方修正の上、
対象範囲を拡大)

*1 2023年7月に目標等
の見直しを実施

*5 国内Scope1,2の
31/3削減目標を2022
年度比△42％とした
場合の2015年度比

https://www.nichirei.co.jp/ir/policy/materiality.html
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■ニチレイグループウェブメディア「Circle」を新規オープン
https://www.nichirei.co.jp/news/2023/452.html

■オフサイト型コーポレートPPAサービスの導入について
https://www.nichirei.co.jp/news/2024/455.html

■（バイオサイエンス事業）
エコバディス社によるサステナビリティ調査において「シルバー」評価を3年連続で獲得
https://nichireibiosciences.co.jp/wp-content/uploads/2024/04/NB_HP_Ecovadis20240417.pdf

■年間売上高150億円超え！ニチレイ『本格炒め炒飯®』がギネス世界記録™に認定！
https://www.nichireifoods.co.jp/news/2024/info_id40755/

■IRサイトに、社外取締役と当社株主との対話に関する資料を公開
https://www.nichirei.co.jp/ir/library/event.html

https://www.nichirei.co.jp/news/2023/452.html
https://www.nichirei.co.jp/news/2024/455.html
https://nichireibiosciences.co.jp/wp-content/uploads/2024/04/NB_HP_Ecovadis%E3%83%95%E3%82%9A%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B920240417.pdf
https://www.nichireifoods.co.jp/news/2024/info_id40755/
https://www.nichirei.co.jp/ir/library/event.html
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当資料に記されたニチレイの現在の計画・見通し・戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する

見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明における「確信」、「期待」、

「計画」、「戦略」、 「見込み」、 「予測」、 「予想」その他これらの類義語を用いたものに限定されるものではあり

ません。これらの情報は、現在において入手可能な情報から得られたニチレイの経営者の判断に基づいております。実

際の業績は、さまざまな重要な要素により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。このた

め、これらの業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることは、お控えいただくようお願いいたします。また、

新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが将来の見通しを見直すとは限りません。実際の

業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下のようなものが含まれます：

①ニチレイグループの事業活動を取り巻く経済情勢および業界環境

②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動

③商品開発から原料調達、生産、販売まで一貫した品質保証体制確立の実現性

④新商品・新サービス開発の実現性

⑤成長戦略とローコスト構造の実現性

⑥ニチレイグループと他社とのアライアンス効果の実現性

⑦偶発事象の結果

など

ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確実な要素には、将

来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。当資料は、あくまでニチレイをより深く理解してい

ただくためのものであり、必ずしも投資をお勧めするためのものではありません。
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